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女子跳馬における採点規則の改訂に伴う諸問題について

山田まゆみ

1 はじめに

体操競技の泄界選手権大会は， 2年毎に定期的に

開催されていたが， 1992年のバルセロナオリンピッ

ク以後，毎年開催 (1992年パリ， 1993年バーミンガ

ム， 1994年ブリスベン）されている。祉界選手権大

会て‘‘は，従来団体総合選手権，個人総合選手権，種

目別選手権が行われるが，上記の 3つの大会ては個

人総合選手権，種目別選手権の競技会として開催さ

れたため，自由演技のみの変則的な大会となってい

る。

従米体操競技の団体総合選手権て‘‘は，正式なチー

ムとして 5~6名の選手がエントリーされ， それぞ

れの種目にはチーム全員が参加した。その内最高 5

得点（ベスト 5)が合計されチーム得点となった。

しかし1993年の競技規則改訂 (FIG: Federation 

International Gymnastics)により正式なチームは 5

~ 7名の選手がエントリーされ，種目毎に出場可能

な選手は 6名まてててあり， その内チーム得点はベス

ト5という新しい方式が採用された。この方式は従

来通り 4種目演技する選手と， 4種目演技をしなく

ても良い選手が出てくることになった。

体操競技て‘‘項点を窮める様な選手とは，女子て‘‘は

規定 4種目，自由 4種目の合計8種目において，勝

れた実力がなければならないという考えがなされて

いた。しかし自由演技のみの大会が開催されたり，

4種目出場せずに得意種目を実施することにより，

チームメンバーとして大会に参加することが可能に

なり，ある種目だけに勝れた能力を発揮するスペシ

ャリストにも体操競技のチャンピオンとしての門戸

を開くことになった。また，全世界の選手が 1つの

演技に対して理想を求め，その出来映えを競う規定

演技について， FIGは1996年アトランタオリンピッ

ク以後廃止を決定している。

バルセロナオリンピック以後2年間という短い期

間て‘あるが， 1993年に競技規則の改訂，採点規則の

改訂がFIGによって行われたことにより， 1本操競技
の内容は根本から大きく変わろうとしている。

本論ては，跳馬の自由演技について，採点規則改

訂に伴う技の変遷に的を絞り，採点規則改訂による

国際的動向とその問題点を明らかにし，今後のトレ

ーニングや審判活動に寄与することを目的とするも

のて‘‘ある。

2 研究方法

採点規則1985年版， 1985年版， 1993年版の跳馬に

関する内容を比較考察した。さらに,1987年から1994

年まての世界選手権大会の跳馬の演技を VTRを用い

て比較考察した。対象とした世界選手権大会は下記

の通りてある。

• 1987年祉界選手権大会（ロッテルダム）

個人総合選手権 35名 •68跳躍

(1選手 2跳躍， 1跳躍不明・ 1跳躍ミス）

＊以後ロッテルダム WCと称す

• 1991年世界選手権大会（インディアナポリス）

個人総合選手権 34名 •67跳躍

(1選手2跳躍， 1跳躍不明）

＊以後インディアナポリス WCと称す

• 1994年世界選手権大会（プリスベン）

個人総合選手権 23名・ 46跳躍

(1選手2跳躍）

＊以後ブリスベン WCと称す
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表 1-1 採点規則の変遷（女子跳馬変更部分の抜粋）

項目 1 9 8 5年版 1 9 8 9年版 1 9 9 3年版

1一般規則 踏切板での踏切は

一助走から 一助走から 一助走から

-nンダートから -nンダートから ーー要素から

2跳躍技 」”11：前転狐、側転狐等 Jレーブ1：倒立回転とび ）レープ1：倒立回転とび

グルー グルー12：前方宙返り系 )V-12 ：蘭方伺返り系、 クエルボとび ,v-12:繭方爾返り系、 クエル点とび

グルー13：後方宙返り系 ）レー13：後方宙返り系 ルー13：後方宙返り系
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3跳躍技の

価値点

甚枝Ia+Ib

2 十益枝1[の2稿枝0平均点

5種目特有 1支持局面

の減点 ー恣易娃（体，腿）

一支持が長すぎる

持局面

0. 2 0まで［危勢娃 （体 •OO)

0.30まで 支持局面での枝極不良

一支持局面で薗がまがっt:まま 0.50まで

手は自由湘技の前に跳

技番号の表示をしなけ

ばならない

持局面

0. 20まで|支持輝で雌俯碩

0.20まで片手ttit o支持

伽なし＼

0. 20まで

1. 00 

3. 00 
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表 I-2 採点規則の変遷（女子跳馬変更部分を抜粋）

項目 1 9 8 5年版 1 9 8 9年版 1 9 9 3年版
5種目特有 第 2空中局面 第2空中局面 第2空中局面

の減点 一恣易娃 （体・楓） 0.20まで魯易娃（体，楓） 0. 20まで

滉定され切れりi｛禾tり 逍定されt沿ねり猜騨 ー規定されta0ねりQ)時期が

まtii店月が早すぎる 各0.30まで 且すぎるまtii禾十分 各0.30まで 早すぎるまtii禾十分 各0.30まで
ー利tりな贔さと珪 各0.50までぷt分な贔さと翡 各0. 50までゴ禾tりな恥 0.50まで

ぷtりな翡 0.30まで
噌屠蘭に体がl的なし＼ 0.30まで一着婚前 I~体が｛血びなし＼ 0.30までボ十りな俗易

ー利tりな雑 ト利tりな危易 （かかi込み、屈身、｛申身） 0.30まで

（かかえ込み、届身、l申身） 0. 20まで （かかえ込み、屈身、柚身） 0. 20までト着婚蘭0体Q)開き、柚ばしが〗い 0.50 まで

その他の減点 その他の減点 その他の減点

ー翡を難しなし場走 喝眉を籟しtn場走 喝眉を籟しなし1

・酎l屈に偵れる 鱚 •薗灯板ま t:ii屈馬に位れる 鱈 •踏切板ま I:Ii困馬t位れる 峠

，薗藷遠れなし＼ 備5灸参軋 ・踏灯板と龍馬に位れない 第5灸参照 場枝Iaで3叡場走
（規定は最大2回、自庸は最大3回まで） （規定は最大2回、自間は最大3且まで） 謹枝を行う 0. 50 

潜枝Iaでc3帥 ー規定眉枝0)憔屈達反 鱈

雌枝に対して *0.50 廿紐Ib, Il.皿で

•羞枝 Ib. Il、D1でO 駐難を行う 峠

絹肋雌に対して *O. 50 渭蒻I:2複l:c

＊主奢より出貞 晏業を行う 観

6種目特有 ー規定篇枝の解嘉違反 観ー規定篇枝0)偵塁達反 鯖一蔦眉番号0表示達いあるいは
の減点 渭猜lる薗に2複J:Q) 潜枝lb,Il, I[で 翻を哉尿しなし＼ 0. 3( 
（種目特有 ＂§作を行う 鱈 設篇枝を行う 鱈←錢枝Il旧で1岡のみ0篇枝
の要求の 潜枝＇りおいて 潜枝IIIQ)おいて 蘭枝されtJ蔦眉枝0得点+2＝最終得点
欠如） *1椒）秘難 . 1叡）籾紐 一餞枝皿において国一〇屈眉枝グルー1

論じられt；息眉0点敦を2で窟Iる ＊実施されt篇枝0得点から100 から2卵難あるいIi

*2配揖哨 •月ーグ）レー 1から©2回0篇枝 潤とも尉じ屈員肋難

2つ0点の平均から1.00 ii点する *2回0禍枝の平均点から1.00 2回の稿枝の浮月点ー1.00=最終得点
＊ 主奢による趾 這枝冒で0員且特有〇要戎！こ対するは点ii 腫且待有の欠如に対するは且liSTC/EXP

主任笞判iによって行bれる によって行hれ、セクレクリーによって

＊主任箸翔］によるは点 J汎：tューターに打ち込まれる



女子跳馬における採点規則の改訂に伴う諸問題について 47 

3 採点規則改訂について

採点規則1985年版， 1989年版， 1993年版の跳馬に

関する内容の中から変更部分を中心に抜粋し， まと

めたものが表 1-1, 表 1-2てある。

①一般規則に関して

踏切板ての踏み切りは， 1985年， 1989年版て‘‘は「助

走から」と「ロンダートから」となっているが， 1993

年版て‘‘は「助走から」と「一要索から」になってい

る。この「一要索から」という規則になると， ロン

ダートに拘ることなく他の要索からの踏み切りも認

められる可能性もあり，将来的に新技が開発される

ことも考えられる。

②跳躍技グループに関して

1989年版よりグルーフ02 （ひねりを伴う， または

ひねりを伴わないない前方宙返り系およびひねりを

伴う， またはひねりを伴わないクエルボとび）にク

エルボとびが追加された。これは， 1985年版にクエ

ルボとびが記載されていないのて‘‘はなく，グループ

3 （ひねりを伴う， またはひねりを伴わない後方宙

返り系）の後方宙返り系の技に属していたためてあ

る。

R跳躍技の価値点に関して

1993年版より難度要索がAから Eまて‘‘になったた

め，跳躍技の価値点が変更になった。特に C難度以

上の跳躍技が3段階 (C,D,E)に分けられ， 10.00満点

の価値を得るには， E難度（最高難度）の跳躍技を実

施しなければならなくなった。

④特別要求（種目特有の要求）に関して

競技 Ib（団体総合選手権自由演技）に対する要求

は変更されていない。競技II （個人総合選手権）に

対しては， 1985年， 1989年版ては 2回の実施のうち

良い方の点が有効点となったが， 1993年版て‘‘は 2回

の実施の平均点となり，今まて以上に要求が厳しく

なり安定した実施を求めていることが理解て‘‘きる。

競技III（種目別選手権）ては， 1985年版て‘‘跳躍番号

の異なる 2つの跳躍技を要求しているが， 1989年版

からは異なった跳躍技グ）レープから 2つの跳躍技を

要求している。 1985年版を適用し跳躍を実施した場

合，同じ課題の技て‘‘空間て‘‘の体勢変化（屈身，ある

いは伸身など）させることにより要求を満たすこと

がて‘‘きるが， 1989年版以後は，他のグ）レープの異な

った課題の跳躍技を要求し，総合的な実施能力を要

求するようになったといえる。

⑤種目特有の減点に関して

1985年， 1989年版て‘‘は，各局面に対する姿勢欠点

の減点法が記載されているが， 1993年版には記載さ

れていない。これは姿勢欠点を採点の対象としない

のてはなく，「第9条一般欠点」の減点表を適用する

ため，種目特有の減点には記載されていない。

支持局面に対する減点の中て‘‘，最も大きな改訂部

分は1993年版の「片手だけの支持…1.00」「触れない

…3.00」という内容て‘‘ある。一般規則の中には「す

べての跳躍技は馬上に両手を支えて実施しなければ

ならない」とあり，言うまてもなく跳馬の運動特性

は手足の交互性1)にあるはずて‘‘ある。今回新しく追加

されたこの 2つの項目については，跳馬運動の本質

を無視するような矛盾が指摘て‘きる。これらの矛盾

点がありながらも 2つの項目を採用した背景には，

ロンダートからの跳躍技のめざましい発展とそれに

伴う危険性が考えられる。グ）レープ4の技は， ロン

ダートから後方に倒立回転しながら着手する技が中

心になっており叫背面踏み切りから着手するために

着手局面の安定化は難しく，競技会の様な場におい

てさえ着手ミスが往々に見られる。しかし第二空中

局面については，ッカハラとび以上の雄大性を示す

宙返りが実施されており，世界の多くの選手によっ

て志向されているため FIGは片手のみの支持，ある

いは馬上に手が触れなくても無効にせず得点を出す

方向に採点規則を改訂したと思われる。3)第二空中局

面ては高さと距離に対する減点が毎回変更になって

いる。 1985年版て‘‘は，「不十分な高さと距離…各0.50

まて‘‘」 1989年版て‘‘は各0.30まて‘、と改訂されており，

高さと距離に対する減点が少し緩和されている。し

かし1993年版て‘‘は「不十分な高さ 0.50まて‘‘」「不十

分な距離 0.03まて‘‘」と改訂され，高さに対する要

求を強調している。また空間ての姿勢に対し1993年

版ては「不十分な姿勢 0.30」とし，不正確な体勢

ての実施に対し，より厳しい減点を要求している。
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1985年， 1989年版の「着地前に体が伸びない 0.30 

まて‘‘」は， 1993年版て‘‘は「着地前の体の開き，伸ば

しが遅い 0.50まて‘‘」に改訂され，滅点が0.50まて‘‘

と大変厳しい内容になった。このことから FIGはど

の様な跳躍技に対しても着地前の先取り動作を十分

に行い着地するように方向づけしていると考えられ

る。

その他の減点について1985年版て‘‘は，「跳躍を実施

しない助走」に対し，助走のやり直しについては規

定は最大 2回，自由は最大 3回まて‘、となっているが，

1989年版は0.50の減点の適用により規定は 3回，自

由は 4回目の助走を実施て‘きる。 1993年版て‘‘は，規

定は0.50の滅点適用により最大3回まて‘，自由は減

点なして最大3回の助走が許される。

R種目特有の減点（種目特有の要求の欠如）に関して

1993年版て‘‘は，競技IIにおいて 1回のみ跳躍を実

施した場合，演技した跳躍技の得点の1/2が最終得点

となる。さらに競技IIIにおいて， 1回のみ跳躍を実

施した場合，演技した跳躍技の得点の1/2が最終得点

となり， これは1985年版と同様に改訂されている。

以上跳馬に関する採点規則上の改訂部分を比較し

たが，採点規則1985年版と1989年版て‘‘はあまり大き

な差は見られない。しかし， 1993年版て‘‘は改訂され

た部分は多く，内容は大きく変化したと言える。特

に重要な部分として下記の 3点があげられる。

．跳躍技がA難度から E難度まて‘に分けられた

跳躍技の実施状況に直接影響する価値点の設定と

関係する。

・支持局面の減点において，「片手だけの支持」「触

れない」を無効にせず，減点を行い得点を出す様に

変更

体操競技の本質を問う問題てあり，あまり好まし

い改訂内容てはない。 FIGとして，より慎重に考え

てほしい部分て‘‘ある

•第二空中局面の減点において，「高さ」に対する要

求と，「着地前の体の開き，伸ばしが遅い」という項

目の追加

技の理想を追求するための捌き方に関する内容て‘‘

あり，実施面と採点に大きな影響を与える。

4 跳躍技の実施状況について

3回の世界選手権大会て‘‘実施された全跳躍技と，

それぞれの実施回数並びに各大会ての価値点をまと

めたものが表2てある。

採点規則1985年版を適用したロッテルダム WCて‘‘

実施された跳躍技は16種類て‘‘ある。その中て‘‘一番多

く実施された技はロンダート後転とび一後方伸身宙

返り 1回ひねりの25跳躍て‘あり，全体の36.7％を占

めている。その他に多く実施された技はグループ3

の伸身ッカハラとび，かかえ込みッカハラとび 1回

ひねり，伸身ッカハラとび 1回ひねりて‘‘あり，グル

ーフ02ては前転とびー1/2ひねり後方かかえ込み宙返

りてある。これらの技の価値点は，伸身ッカハラと

び以外総て10.00てある。跳躍技グループてはグルー

プ2が12跳躍，グルーフ03が18跳躍，グループ4が

38跳躍実施され，グルーフ04は全体の52,9％に達し

ている。跳躍技の価値点て‘‘は，当時その時点て‘9.80

が1種類 1跳躍， 9.90が4種類14跳躍， 10.00が11種

類53跳躍て‘あり， 10.00の技は全体の77.9％てある。

跳馬の自由演技ては， 1選手 2跳躍実施する。この

大会ては価値点9.80の技が 1跳躍のみ実施されてい

るが， その他はすべて9.90以上の技が実施されてい

る。したがって35名全員が9.90以上の技を実施して

いることが理解て‘‘きる。注目すべき技はロンダート

後転とびー後方伸身宙返り 2 回ひねりてある •O

採点規則1989年版を適用したインディアナポリス

WCて‘実施された跳躍技は11種類て‘‘ある。その中て‘‘

一番多く実施された技はロンダート後転とび一後方

伸身宙返り 1回ひねりの38跳躍てあり，全体の56.7

％てある。その次に多く実施された技は，前転とび

ー前方屈身宙返りて‘‘ある。この2つの技は価値点10.00

てあるが，前転とびー前方宙返り系の技の価値点が

0.10引き上げられたために10.00の価値点になったも

のてある。跳躍技グループてはグループ2が17跳躍，

グループ4は45跳躍実施され全体の67.1％てある。

ロッテルダム WCにおいては，グループ3の技が18

跳躍実施されているのに対し，インディアナポリス

WCては 1回の実施もない。これは1989年版採点規
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表 2 個人総合選手権大会跳躍技一覧表

前転とびー前方かかi込み

前転とびー前方屈身宙

前転とびー前方屈身宙

前転とびー1/2ひねり

前転とびー1/2ひねり

伸身ッカハラとび

かかえ込みッカハラと

伸身ッカハラとび1回

砂ダート後転とび一後方

nンダート後転とび一後方伸身宙返り 2 i 9. 90 

0:,94後転とび一後方かかi込み宙返り-t1込回み1閥宙回返閲りりりc>＿ll I _ ・ 2・ 4 1 5 ----111I i|―l1-0O0 ... --0000 0 0 --nンダート後転とび一後方伸身宙返り

nンダート後転とび1回吐り一後方かかえ込み宙返
ー，．．．．・----・一-・---●-- -------. 

nンダート後転とび1回閥り一後方屈身宙返り ◎ 1 10. 00 
--------→・--—• ------—• →-. . ---.. ----・-――ー・ー～

nンダート後転とび一後方伸身宙返り 11/2ひれり 1 I 10. 00 
--・------------•一• -----．--•- -• --- - --••—--• - - ・---------

nンダート後転とび一後方伸身宙返り 2回ひねり 2 10.00 
-----・ -------------------・ ---------

Dンダート後転とび1/20切ー前方屈身宙返り ※ 2 10.00 
_,  - ---F • -------•- ．------ー→ --·-----·幽—―

nンダート後転とびー1/2昧り前方かかえ込み宙返り
--• -----• -.  • -．＂ -- → -- - ―.．↓雫一^ ← • --

nンダート後転とび1/20訓ー前方かかえ込み宙返り※
----- - ,.. ".. - + → ← ------ --・--

nンダート後転とびー1/2昧り前方伸身宙返り
- -•ー・~ ． 

nンダート後転とび1/2r>訓ー1/2r>ねり後腫雑勧※

注）各大会の出場者はロッテルダム36名，インディアナポリス36名，プリスベン24名てある

※ロンダート後ろとび1/2ひねり＝ロンダート後転とび1/2ひねり

・-----・-- ・囀．．． —ー・--·-

10. 00 

2 10.00 
-・ ・-.. -・ --- ー• _.  -

一・ 一 -̂

——•. -幽-・・-・ -----・---

―--.一・ -． 

-- - 疇•..．．-··・・-

正式な体操用語て‘‘は「ロンダート後ろとび1/2ひねり」てあるが，ここては採点規則に示された技名をそのまま用いた

◎ロンダート後ろとび 1回ひねり＝ロンダート後転とび 1回ひねり

正式な体操用語ては「ロンダート後ろとび 1rnlひねり」てあるが，ここては採点規制に示された技名をそのまま用いた
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9.60 

9. 70 
-- --“一ョ—•

8 9.80 

9. 80 

9. 90 
―̀- ----

4 10. 00 
---

4 10.00 
—·---- 9.90 

--- -------
2 9. 70 

2 9.80 
●●,---- ----・----

8 10.00 
-・・. ••.――`•ー・ ． 

2 10.00 

則により，伸身ッカハラとびの価値点が9.90から9.70

に下げられ，ッカハラとび系て‘‘10.00の価値のある技

は1圃ひねり以上のひねり，あるいは 2回宙返りを

行わなければならなくなった。しかしッカハラとび

て‘‘2回ひねりや 2回宙返りへの発展は大変困難て‘‘あ

り，ロッテルダム WCにおいて，ロンダート後転と

びー後方伸身宙返り 2回ひねりが実施されたことに

より，ロンダートからの跳躍技へと集中したのては

ないかと思われる。第二空中局面て‘‘後方宙返りを行

う技として，ッカハラとびと，ロンダート後転とび一

後方宙返り系の技があげられるが， 2回ひねりの技

が出現したことにより，前向きて‘‘踏み切るッカハラ

とびよりも，後ろ向きて‘‘踏み切るロンダートからの

跳躍技の方が鋭い着手と雄大な第二空中局面を保証
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されたことになり，今後の発展性を期待てきる技と

して位閥づけられたことになる。したがってロンダ

ート後転とびー後方伸身宙返り 2回ひねりの技が出

現したことにより，ッカハラとびの時代は終了した

と言えるのてはないだろうか。跳躍技の価値点ては，

この大会時点て‘‘価値点9.40の技が1種類1跳躍，9.70

が 1種類2跳躍， 9.90が3種類11跳躍， 10.00が6種

類50跳躍実施され，価値点10.00の技は，全体の74.6

％に達している。この中て‘‘9.40の1跳躍， 9.70の2

跳躍はすべて異なる選手によって実施されており，

34名全員が価値点9.90以上の技を実施していること

が理解て‘‘きる。

採点規則1993年版を適用したブリスベン WCて実

施された跳躍技は10種類て‘あり，多く実施された技

は下記の通りてある。

•前転とびー前方屈身宙返り…… 8 跳躍

•前転とびー前方屈身宙返り 1/2 ひねり…••• 8跳躍

・ロンダート後転とび一後方伸身宙返り 1圃ひねり……8跳躍

・ロンダート後転とび一 1/2ひねり前方伸身宙返り……8跳躍

跳躍グループてはグループ2が16跳躍，グループ

4が30跳躍実施され，グ）レープ4は全体の65.2％に

達している。跳躍技の価値点は9.70が 1種類2跳躍，

9.80が3種類18跳躍， 9.90が 1種類8跳躍， 10.00が

4種類18跳躍て‘‘あり価値点9.90以上の実施は58.6%

てある。この大会ては23名全員が2回の跳躍に同じ

技を実施している。採点規則1993年版より個人総合

選手権の得点は，「 2回の実施の平均点とする」に改

訂されたために，確実に得点を得ることが第一の目

的となったためて‘‘はないかと思われる。ロッテルダ

ムWC,インディアナポリス WCては，全員が価値

点9.90以上の技を実施しているのに対し，ブリスベ

ンWCては9.70から10.00と価値点に大きな差が生じ

ている。また， ロッテルダム WC, インディアナポ

リス WCて‘‘はロンダート後転とびー後方伸身宙返り

1回ひねりに実施が集中しているが，ブリスベンWC

ては1つの技への集中は見られない。これらの原囚と

して， 1993年版において価値点の大幅な変更が原因

てはないかと思われる。跳馬の技の傾向として，グ

Jレープ4の技が多くの選手により実施されてきたが，

その中て‘‘ロンダート後転とびー後方伸身宙返り 1回

ひねりの価値が10.00から9.80に変更になり，この技

を基本とした発展技て‘10.00の価値を得るには，第二

空中局面において11/2ひねり以上のひねりを実施し

なければならない。この様な技術を簡単に習得する

のは難しく， そのために 1つの技に集中しなかった

のてはないかと思われる。またグループ2について

は，屈身姿勢て‘‘行う技のみが実施されている。

以上採点規則改訂に伴う跳躍技の実施状況を比較

したが，採点規則改訂に伴い，選手に志向された跳

躍技に明らかな変化が見られ， これらの実施状況の

変化には 2つの原因が考えられる。 1つは技の優位

性の問題て‘‘ある。後方宙返りを課題とする技として

ッカハラとびとロンダートからの跳躍技が発展して

きたが，ロッテルダム WCにおいてロンダートから

の跳躍技が今後の発展性を望める技として注目され

た。さらにッカハラとび系の価値点が低くなったた

めに，ッカハラとびの実施はなくなり，後方宙返り

を課題とする技はロンダートからの跳躍技が主体と

なった。次に価値点の設定があげられる。採点規則

改訂に伴う跳躍技の変化は，細かい規則の改訂より

も跳躍技の価値点の改訂が最も大きな影響を与えて

いると思われる。選手がトレーニングを行う上て‘‘,

どのような技を習得すべきか判断するのは大変難し

い。しかしその中の 1つの条件として跳躍技の価値

点があげられる。競技会の場て‘‘は，実施減点が同等

てあれば価値点の高い技を実施した選手が有利にな

る。したがって価値点に差がある限り， より高い価

値の技へと志向されるのは当然てあろう。

5 採点規則改訂に伴う問題点

採点規則1985年版から1993年版まての価値点の変

遷をまとめたものが表3-1, 3-2, 3-3てあ

る。グ）レーフ01については，泄界選手権て‘‘の実施が

ないため対象外とした。

1993年版ては，価値点の大幅な改訂と，新しい技

が追加されているが，価値点10.00の技が非常に少な

い。それは，難度要素がA難度から E難度まて‘にな

った事が最大の原因て‘ある。採点規則1985年版や1989

年版のように，価値点10.00の技が多い場合は，その
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表3-1 採点規則改訂に伴う跳躍技の価値点変化

醤 羅 杖
価値 点

1985 1989 1993 

前転とびー前方かかえ込み宙返り 9.80 9.90 9. 70 

前転とびー前方かかえ込み宙返り 1/2ひねり 9.90 10.00 9. 80 

前転とびー前方屈身宙返り 9.90 10.00 9.80 

前転とびー前方屈身宙返り 1/2ひねり 10. 00 10.00 9.90 

前転とびー1/2ひねり後方かかえ込み宙返り 110. 00 I 9. 90 1 9. 80 

前転とびー1/2ひねり後方屈身宙返り ・―!_o.oo 10. oo I 9. 90 
前転とびー前方かかえ込み宙返り 1回ひねり 10.00 10.00 10. 00 

前転とびー前方伸身宙返り1/2ひねり 叉圧竺--皿I10. 00 10. 00 10.00 
第一空中局面でかかえ込みまたは屈身前方宙返りし 00 10. 00 

第_:_.空中局面で前方宙返りして前方宙返り 10.00 10.00 

前転とびー1/2ひねり後方かかえ込みあるいは屈身宙返り 1罰切以上10. 00 10. 00 10。00

1/2ひねり倒立回転とびー1/2ひねり前方かかえ込み宙返り 10. 00 10.00 9. 90 

1回ひねり前転とびー前方かかえ込み宙返り 10.00 10.00 

前転と、びー前方かかえ込み 2回宙返り 10.00 10. 00 

第一空中局面で前方宙返りをして一前転とび1回ひねり 10. 00 

前転とびー前方伸身宙返り

技の捌き方の優劣，難易度，実施減点を合め採点上

序列がついていた。しかし，現在のように価値点に

大輻な差が生じている場合には，始めからある程度

勝負がついてしまう。したがってどの様な捌きをし

たのかということよりも， どれだけ難しい技を実施

したかということが採点の前提条件になってしまう。

採点規則1993年版て‘‘は，新しい技が追加されている

が， このような技の価値点が9.70や9.80て‘‘あれば，

その技への取組意欲は低下してしまう。価値点につ

いては，体系論的な判断も大切て‘‘あるが，希少性や

今後の発展性も考應して価値点を決定する必要があ

るのて‘‘はないかと思われる。さらにある程度技が普

及した段階て‘‘体系論に基づいた価値に設定すると良

いのてはないだろうか。

個技ては，グループ3の中より伸身ッカハラとび

1/2ひねり (9.70)と，1/2ひねり倒立回転とび1/2ひね

り前方伸身宙返り (10.00),4)グループ4てはロンダー

ト後転とび一後方伸身宙返り1/2ひねり (9.70)と，ロ

10 00 

ンダート後転とびー1/2ひねり前方伸身宙返り (10.00)

の価値点に問題があると思われる。これらの技は第

ニ空中局面において「1/2ひねりを伴う宙返り」とい

う共通課題がある。この課題の中て‘，ひねりの時機

により前方宙返りを優勢に行うか，後方宙返りを優

勢に行なうか捌き方の違いてある。この様な技は他

にもあり，一般的な技としては前転とびー前方かか

え込み宙返り1/2ひねり (9.80)と，前転とびー1/2ひ

ねり後方かかえ込み宙返り＝クエルボとび(9.80)が

あげられる。男子採点規則て‘‘は，これらの前転とび一

前方宙返りひねりとクエルボとびは，同じ基礎点と

して位置づけられており， その理由としては左右軸

回転とひねりの時機に対する判断が困難なためてあ

る。したがって，上記の技のように運動課題が同じ

て‘‘捌き方が異なる場合， 2つの技は同じ価値点とし

て位罹づけられるべきてある。伸身ッカハラとび＝

9.60,伸身ッカハラとび1回ひねり＝9.80て‘‘あるな

らば，伸身ッカハラとび1/2ひねり＝9.70は妥当な価
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表 3-2 採点規則改訂に伴う跳躍技の価値点変化
-----•—--- -- ・ー・• --・・--・・----・・-------・- ..一ーI .. -•一，----•一―-• 9 

醤 闘 以仕
価 値点

1985 1989 1993 

伸身ッカハラとび 9. 90 9. 70 9. 60 
-----・ 

かかえ込みッカハラとび1回ひねり 10. 00 9. 90 9. 70 

屈身ッカハラとび1回ひねり 10. 00 10. 00 

伸身ッカハラとび1回ひねり 10. 00 10. 0り□五
ー・

かかえ込みッカハラとび11/2ひねり 10. 00 10. 00 9. 90 
・-・・ -- ー・- -

屈身ッカハラとび11/2ひねり 10. 00 10. 00 

伸身ッカハラとび11/2ひねり 10.00 1 o. oo I 1 o. o_~ 
ッカハラとぴ後方かかえ込み 2回宙返り 10. 00 10.00 10.00 

ッカハラとび後方屈身2回宙返り 10. 00 10. 00 10.00 
.~ - -. ＿ 

第一空中局面で 11/2ひねり、後方伸身宙返り 1回ひねり・ 11/2 OtJり10. 00 I I 

第一空中局面で 11/2ひねり、後方宙返り（体勢は任意） 10. 00!10. 00 ． 
屈身ッカハラとび1/2ひねり I 9. Bo 

..←---------------・-----・-----
伸身ッカハラとび1/2ひねり 9. 70 

·--···--··-•··---·-· -... ・-. -・.. -・- -..  -. . . --・ ---・ 一・— •---- --

1/2ひ l-.;.1り倒立回転とびー1/2ひねり前方伸身宙返り ※ 10. 00 
ヽリカハフ

※正式な技名は「1/2ひねり伺立回転とびー1/2ひねり前方仲身前返り」てあるが， ここては 1994年世界選手権大会新技リストにより示された技名とグルーフ°

をそのまま用いた

値点だと言える。しかし， 1/2ひねり倒立回転とび一

1/2ひねり前方伸身宙返りの価値点は10.00てあり，

伸身ッカハラとび1/2ひねりと同じ運動課題て‘‘捌き方

が異なる技としては0.30価値点が高いことになる。

また，ロンダート後転とび一後方伸身宙返り＝9.60,

ロンダート後転とびー後方伸身宙返り 1回ひねり＝

9.80てあるならば， ロンダート後転とびー後方伸身

宙返り 1/2ひねり＝9.70は妥当な価値点だと言える。

しかし，ロンダート後転とびー1/2ひねり前方伸身

宙返りの価値点は10.00て‘‘あり，ロンダート後転とび一

後方伸身宙返り1/2ひねりと同じ運動課題て‘‘捌き方が

異なる技としては0.30価値点が高いことになる。

ッカハラとびは第二空中局面における後方宙返り

を特徴5)とする技て‘‘あり，ロンダートからの跳躍は，

背面踏切りにその独自性を出しながらッカハラとび

と同様に後方宙返りを主体に発展してきた技て‘‘ある。

しかし前方宙返り系に発展する道も開かれ， これら

の技を多くの選手に普及させるためにも前方宙返り

へと発展した技の価値を少し引き上げることは理解

てきる。しかし価値点を引き上げる輻が問題て‘‘ある。

FIGは1989年版において，グループ2の前転とび一

前方宙返り系の価値を1985年版より0.10引き上げて

いる。このような前列の他に，今後の発展技の可能

性も加味して価値点を決定することも大切て‘‘はない

かと考える。 1/2ひねり倒立回転とびー1/2ひねり前

方伸身宙返りとロンダート後転とびー1/2ひねり前方

伸身宙返りに関して，今後の発展性を望む事は大変

難しいと思われる。なぜならば，ひねりの度数を増

加させた場合，後方宙返りひねりとの区別が困難に

なるからてある。以上のことから， 1/2ひねり倒立回

転とびー1/2ひねり前方伸身宙返りと，ロンダート後

転とびー1/2ひねり前方伸身宙返りの価値点は9.80が

妥当と思われる。以上価値点に関する具体的な問題

点を述べた。

現在の跳馬運動において，跳躍技の価値点は非常

に大きなウェイトを占めている。価値点が上下する
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表 3-3 採点規則改訂に伴う跳躍技の価値点変化

醤 闊 杖
ロンダート後転とびー後方伸身宙返り

ロンダート後転とび一後方屈身返り 1回ひねり

ロンダート後転とび1回ひねり一倒立回転とび 1回ひねり ◎ 
--~--—---------・------------・ --・--------・ -一-―----------------

ロンダート後転とびー後方かかえ込み宙返り 1回ひねり
- -. - -- - • --- -

ロンダート後転とび一後方伸身宙返り 1回ひねり
---―→  • ----------・-----・-. ---・・ ----・一

ロンダート後転とび 1回ひねり一後方かかえ込み宙返り ◎ 
-----------←------------→ ---• •一•-----. -→ --- -．．- ----―-•• -• ----' 

ロンダート後転とび1回ひねり一後方屈身宙返り ◎ 
―—一ユ—-----・-・・・---雫•』→-

ロンダー-ト•一後•ー·-転·-·一｀-と····-·び----一•····後····•ー方・—·--屈·一・·身•----返り 1/2ひねり

ローンダート後転とびー1/2ひねり前方かかえ込み宙返り
ユ•一，·一------·----·一-

ロンダート後転とびー後方伸身宙返り 1/2ひねり
――-・-------•—• _ ＿ _ 

ロンダート後転とび1/2ひねりー前方かかえ込み宙返り ※ 
--- --------—-—---―-----------—-—-——--—• --―---

ロンダート後転とびー1/2ひねり前方屈身宙返り

ロンダート後転とび1/2ひねりー前方かかえ込み宙返り 1/2ひねり※
•- - -

ロンダート後転とび一後方かかえ込み宙返り 11/2ひねり

ロンダート後転とび1/2ひねりー前方屈身宙返り ※ 
|. ． ----••一---• ----―-―-• -—• -•• • -----—ナー―--—• ―---- -• ←--
ロンダート後転とび1/2ひねり一1/2ひねり後方かかえ込み宙返り※

-----·•—.. . •• ----← --•9~ ←ー・●ー→●. . --..← ← ←-----—• ----→こ●●←ー・.----. --------
ロンダート後転とび一後方伸身宙返り 2回ひねり

ロンダート後転とび1回ひねり一後方伸身宙返り ◎ 
-．． 雫．．．・-

ロンダート後転とびー後方伸身宙返り 11/2ひねり
---.~-―-•一•---疇•----------．．-̀ --- -

ロンダート後転とび一後方かかえ込み宙返り 2回ひねり
呵“------• - --

ロンダート後転とびー1/2ひねり前方伸身宙返り
呵ー 9 -•- - - →＿ ＿疇•

ロンダート後転とび1/2ひねり一1/2ひねり後方屈身宙返り ※ 
-•---- ----••----·-`• --~•-----, --• ---------••- -―←--------------- •一―-

ロンダート後転とび1/2ひねりー前方伸身宙返り ※ 

※ロンダート後ろとび 1/2ひねり＝ロンダート後転とび 1/2ひねり

正式な体操用語ては「ロンダート後ろとび 1/2ひねり」てあるが， ここては採点規則に示された技者をそのまま用いた

◎ロンダート後ろとび 1回ひねり＝ロンダート後転とび 1回ひねり

正式な体操用語ては「ロンダート後ろとび 1回ひねり」てあるが，ここては採点規則に示された技者をそのまま用いた
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価 値 点

1985 1989 1993 

9. 90 9. 70 9. 60 

10. 00 10. 00 

10. 00 10. 00 9. 70 
l - - - ------ ----

10. 00 ! 9. 90 9. 70 

10. 00 t--l !I i1 1lO00-. . . -00 0-0 00 -, I • 9. 80 ―̀. ---・ - -.----
10.00 9. 80 
- -

10. 00 9. 90 
--------―・ TI ——--

9. 60 

[ 」l|_ lo.-＿ 0-0 
9. 70 

9. 70 

9.80 

9.80 

-- -し---

10. 00 
·---卓•

---・-・ 

10. 00 10. 00 

10. 00 10. 00 10. 00 

10. 00 10. 00 10. 00 
•--,  --.•. —• ~ 

10.00 
→一 -・一
10.00 

----・・---- -

10. 00 
--・ -.... -- ----~ ・---・ --』.-·~— 

10.00 

事により， 1つの跳躍技の実施が増えたり，大幅に

減少する事もある。このことから価値点により机界

の動向を操作することが可能になるが， それゆえに

価値点の設定は最も重要な内容て‘‘ある。

なると同時に，伸身姿勢て‘行う技が多くなるのて‘‘は

ないかと思われる。跳馬は他の種目と嬰なり一技一

演技てある。 1つの技のみて‘‘価値点が決定するため

に， どれだけ難しい技が出米るかということが前提

技の理想を追求するための内容として，「着地前の

体の開き，伸ばしが遅い」という滅点項目が適用さ

れたが，このことにより技の捌き方に工夫が必要と

条件になり，測定競技的な内容になる事も考えら

れる。したがって，採点の現場て‘‘はどのような捌き

を良しとするのか， どのような出米栄えの運動経過
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てあったのかを常に大切にしながら採点することを

忘れてはならない。

6 まとめ

採点規則改訂に伴う技の変遷に的を絞り，採点規

則改訂による国際的動向とその問題点について明ら

かにした。

採点規則改訂に伴い，選手に志向された跳躍技に

明らかな変化が見られた。これらの実施状況の変化

には，価値点の改訂が最も大きな影響を与えている

と思われ，今後も価値点に差がある限り，より高い

価値の技へと志向されるのは当然て‘‘あろう。また，

跳躍技の優位性の問題により，同じ課題を持つ技て‘‘

あれば，今後の発展性を望める技が志向されていく

のは当然て‘‘ある。

価値点の設定については，採点規則1993年版にお

いて問題となる跳躍技の価値点があるが，体系論に

甚づいた判断だけてなく，技の希少性や今後の発展

性も加味して価値点を決定することも大切てはない

かと思われる。

競技会の場において，実施される技の価値点に大

幅な差が生じている場合， どれだけ難しい技が出来

るかということが採点の前提条件になることも考え

られるが，採点の現場て‘‘は， どのような捌きを良し

とするのか， どのような出来栄えてあったのかとい

う採点競技の本質を追求することを忘れてはならな

ぃ。 今後の課題として，グ）レープ4の跳躍技につ

いて，体系論に基づいた技の分類と跳躍技の価値点

について研究を進めてみたい。
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